広報グループの指針
広報の対象

　主な対象　会議の参加者および関係者（職員、助言者など）。
　並行する対象　鎌倉市民（在住、在勤、在学）および市外の関心ある市民。
広報の目標

　現実に即した意見の形成に有益な情報の共有をはかる。

　主として会議参加者および関係者による発表の機会を提供する。

　会議の進行状況について時機を失しないよう周知を図る。
　会議のさまざまな活動と意図する目標の位置関係について必要に応じて報道する。
広報の手段
　印刷物（広報紙等）の制作・発行。
　ホームページの構築・維持。

　外部広報手段との連携。
情報の入手

　会議の組織からの決定の通知と行事予定の連絡。

　活動取材。

　参加者および関係者の寄稿。
活動要員の確保

　広報支援に関心があり時間を割ける参加者を勧誘する。
責任体制

　広報グループは、責任者および編集人（同一人であってもなくても良い）を選ぶ。

　編集人は編集権を持ち一切の記事に責任を持つ。（全体会は後任を指名することによって
いつでも編集人を交代させることが出来る。）
　グループ責任者は運営委員会の総合調整責任者と常時連絡を保ち協議する。
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